
一
各
地
に
花
咲
く
同
期
会

プ
ラ
タ
ナ
ス
の
幹
の
太
さ
に

　
　
半
世
紀
の
時
の
流
れ
を
実
感
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塚
キ
淳
逸
　
旧
制
十
二
期

　
平
成
一
二
年
は
、
わ
れ
わ
れ
旧
制
十
二
期
生
が
母
校
能
代
中
学
を
、
昭
和
十
六

年
三
月
に
卒
業
し
て
以
来
、
五
十
周
年
に
当
た
る
年
だ
っ
た
。
過
般
、
在
郷
の

学
友
幹
事
の
行
き
届
い
た
配
慮
に
よ
り
、
盛
大
な
ク
ラ
ス
会
を
催
す
こ
と
が
で

き
た
。

　
十
月
五
日
　
土
曜
日
　
午
後
四
時

　
ク
ラ
ス
会
総
会
に
先
立
ち
、
能
代
市
萩
ノ
台
、
白
龍
寺
に
於
い
て
、
恩
師
・

学
友
物
故
老
二
八
名
の
慰
霊
祭
が
行
わ
れ
た
。
学
友
花
下
哲
夫
住
職
の
心
に
し

み
る
読
経
と
、
幹
事
長
岡
幸
作
君
が
切
々
と
胸
に
迫
る
追
悼
の
辞
を
述
べ
、
参

列
老
一
同
、
在
り
し
日
の
恩
師
・
学
友
を
偲
び
、
冥
福
を
祈
っ
た
。

　
同
日
　
　
午
後
五
時

　
会
場
を
柳
町
プ
ラ
ザ
都
に
移
し
、
総
会
を
開
催
す
る
。
幹
事
西
村
全
蔵
君
の

挨
拶
に
続
い
て
、
宮
地
昭
君
の
乾
杯
の
音
頭
に
よ
り
、
懇
親
会
に
入
る
。

　
戦
中
戦
後
の
混
乱
と
激
動
の
時
代
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
を
歩
み
続
け
て
来

た
私
ど
も
は
、
卒
業
以
来
五
十
年
ぶ
り
に
、
や
っ
と
再
会
を
果
た
し
、
そ
の
喜

び
を
分
か
ち
合
う
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　
追
憶
、
懐
旧
談
は
尽
き
る
こ
と
な
く
、
飲
む
ほ
ど
に
酔
う
ほ
ど
に
宴
益
々
盛

り
上
が
り
、
夜
の
ふ
け
る
の
も
忘
れ
、
つ
い
に
は
市
内
ネ
オ
ン
街
に
ま
で
繰
り

出
し
て
二
次
会
、
三
次
会
を
重
ね
、
再
会
の
喜
び
に
浸
っ
た
。

　
翌
六
日
　
日
曜
日
　
午
前
十
時
　
プ
ラ
ザ
都
集
合

　
同
社
社
長
鈴
木
音
安
君
の
好
意
に
よ
る
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
提
供
が
あ
り
、
学

友
肩
を
並
べ
て
同
乗
、
能
代
市
内
を
く
ま
な
く
見
学
す
る
。
新
装
な
っ
た
向
能

代
の
諸
施
設
・
米
代
橋
・
能
代
港
の
変
貌
に
一
驚
し
、
ま
た
能
代
高
校
新
校
舎

の
広
大
さ
に
、
あ
ら
た
め
て
母
校
の
発
展
を
実
感
し
た
。
そ
し
て
旧
中
学
校
跡

の
文
化
会
館
訪
問
で
は
、
校
庭
跡
の
か
す
か
な
面
影
に
、
当
時
の
思
い
出
が
急

に
よ
み
が
え
っ
て
き
て
、
プ
ラ
タ
ナ
ス
の
幹
の
太
さ
に
し
み
じ
み
と
五
十
年
の

年
輪
を
感
じ
な
が
ら
も
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
で
呼
び
戻
さ
れ
た
感
慨
に
打
た
れ
た
。

　
正
午
、
ブ
ラ
ザ
都
で
昼
食
会
。
午
後
二
時
、
互
い
の
健
康
を
祈
り
、
固
く
手

を
握
り
再
会
を
約
し
、
別
れ
を
惜
し
み
つ
つ
散
会
し
た
。

○出席ｔ随感○西村金蔵鈴木音安原田竹千代（以上野球部）平泉修　小笠原清重（以上

柔道部）長岡幸作平沢恭次（以上体操部）花下哲夫境桂樹（以上剣道部）瀬川長次郎

渡部武治郎（以上陸上部）宮地昭（庭球部）泉勇塚本源逸（以上排球部）金沢武雄成
肖H　●φ　険呵lﾄﾞ　四Z●●●k-4J』-l-sゝ　　●=J.■J.-』ﾑ6･-●6-　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　㎜　　･･　=-~＝　四･｢s-

－mlf ●f- /-　rf-|●dr4Jゝﾐ/ゝ－jyl'″」｀1㎜園田博保坂昇(以上園芸部)相庭等平塚国雄(その他)《敬称略》



六
十
七
歳
に
想
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勝
氷
企
１
　
旧
制
十
三
期

　
私
は
小
さ
い
頃
、
い
は
ゆ
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
コ
だ
っ

た
。
そ
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
亡
く
な
っ
た
の
が
六
十
九

歳
。
私
は
今
六
十
七
歳
で
あ
り
、
そ
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

の
年
に
そ
ろ
そ
ろ
並
び
さ
う
に
な
っ
た
か
と
思
ふ
と
、

何
か
唖
然
と
し
た
気
持
ち
に
な
る
。

　
旧
制
十
一
二
期
生
の
同
輩
も
も
う
六
十
七
歳
、
み
な
第

二
の
人
生
、
悠
々
自
適
の
日
々
を
送
っ
て
い
る
も
の
と

思
ひ
な
が
ら
過
ご
し
て
い
る
。
さ
う
い
ふ
矢
先
、
同
輩

の
訃
報
に
接
す
る
の
は
、
ま
さ
に
青
天
の
群
痙
、
愕
然

と
し
て
身
の
起
き
所
を
知
ら
な
い
の
で
あ
る
。
一
昨
年
、

佐
藤
寛
君
の
訃
報
を
知
ら
さ
れ
た
。
四
月
、
入
院
わ
づ

か
二
週
間
の
急
死
で
あ
っ
た
。
同
級
生
の
死
は
、
実
に

言
ひ
や
う
も
な
く
身
に
こ
た
へ
る
。

　
在
京
十
一
二
期
会
は
、
昨
年
七
月
十
九
日
佐
藤
君
を
偲

び
、
東
京
駅
前
の
「
い
づ
み
や
」
に
集
ま
り
、
故
人
の

在
り
日
を
語
り
合
ひ
、
寄
せ
書
き
な
ど
を
し
て
ー
タ
を

過
ご
さ
う
と
い
ふ
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
こ
は
例
年
の
在

京
十
一
二
期
会
の
集
合
場
所
。
し
か
し
、
も
と
も
と
八
、

九
大
の
同
期
生
で
あ
る
。
一
人
で
も
減
る
の
は
実
に
寂

し
い
。
集
ま
れ
ば
、
年
を
忘
れ
、
血
気
盛
ん
な
頃
の
話

題
に
花
咲
か
せ
、
若
か
り
し
日
に
逆
戻
り
し
た
気
分
に

な
っ
て
家
路
に
つ
く
の
が
、
年
一
回
程
度
の
在
京
十
三

斯
会
で
あ
る
。
今
年
は
ぜ
ひ
ひ
と
り
も
欠
け
る
こ
と
な

く
、
元
気
な
顔
を
寄
せ
合
ひ
た
い
も
の
で
あ
る
。

昨
年
の
出
席
者
氏
名
…
…
安
井
哲
彦
、
千
葉
胤
時
、
三

　
浦
友
喜
、
工
藤
文
一
郎
、
鎌
田
義
雄
、
石
山
梨
一
、

　
腰
山
光
治
、
勝
永
金
一
　
《
敬
称
略
》

ふ
り
む
け
ば
は
や
還
暦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
康
隆
　
新
制
三
期

　
能
代
高
校
第
一
二
期
生
（
通
算
二
ー
期
生
）
卒
業
四
十

周
年
記
念
同
期
会
が
、
昨
年
八
月
十
七
日
、
柳
町
プ
ラ

ザ
都
で
開
催
さ
れ
、
同
期
生
六
七
名
が
参
集
し
、
五
人

の
恩
師
に
足
を
お
運
び
頂
い
た
。

　
私
た
ち
は
、
昭
和
二
十
年
四
月
に
現
在
の
能
代
市
役

所
の
所
に
あ
っ
た
、
旧
浮
城
第
一
小
学
校
の
校
舎
に
入

学
し
た
。
と
い
う
の
も
、
前
年
の
二
月
に
樽
子
山
の
校

舎
が
全
焼
の
憂
き
目
に
あ
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
校

舎
が
ど
う
で
あ
れ
、
秋
田
県
立
能
代
中
学
校
に
入
学
で

き
た
喜
び
は
、
今
で
も
何
も
の
に
も
代
え
が
た
い
思
い

出
と
し
て
残
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
そ
の
喜
び
も
束
の
間
、
そ
の
年
の
八
月
に

日
本
の
敗
戦
と
な
り
、
戦
後
の
混
乱
期
に
入
っ
た
が
、

二
三
年
三
月
十
日
に
再
建
な
っ
た
新
校
舎
に
移
転
す
る

ま
で
の
約
三
年
間
、
そ
の
古
い
校
舎
で
学
ん
だ
（
勤
労

奉
仕
し
、
遊
ん
だ
？
）
の
だ
っ
た
。

　
終
戦
の
混
乱
期
、
私
た
ち
に
は
い
ろ
い
ろ
な
思
い
出

が
あ
る
。
週
五
日
授
業
制
、
サ
マ
ー
タ
イ
ム
制
、
新
学

制
実
施
に
よ
る
民
主
主
義
教
育
な
ど
、
ミ
ド
ル
テ
ィ
ー

ン
た
ち
に
は
、
何
と
も
目
ま
ぐ
る
し
い
体
験
だ
っ
た
。

　
と
も
あ
れ
、
二
ー
二
年
四
月
秋
田
県
立
能
代
南
高
校
生

と
な
り
、
高
校
生
と
し
て
卒
業
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
よ
う
な
中
学
・
高
校
の
六
年
間
を
ふ
と
振
り
返
る

と
き
、
気
持
ち
は
ま
だ
ま
だ
若
く
、
何
に
つ
け
て
も
こ

れ
か
ら
磨
き
を
か
け
、
ゆ
っ
く
り
と
時
間
を
か
け
て
ポ

チ
ポ
チ
完
成
を
と
考
え
て
い
た
自
分
た
ち
が
、
な
ん
と

日
な
ら
ず
し
て
、
還
暦
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と

に
気
づ
き
、
あ
ら
た
め
て
驚
く
や
ら
、
気
恥
ず
か
し
げ

に
顔
を
見
交
わ
す
や
ら
の
一
日
で
あ
っ
た
。

最
後
は
お
手
て
つ
な
い
で

四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杉
崎
孝
雄
　
新
制
ハ
期

「
同
期
会
　
焼
け
ぼ
っ
く
い
に
　
火
は
つ
か
ず
」
。
今

日
ま
で
ず
っ
と
火
の
つ
き
っ
ぱ
な
し
の
畠
豊
彦
・
節
子

夫
妻
は
別
と
し
て
、
我
々
に
と
っ
て
同
期
の
北
高
生
は

所
詮
高
嶺
の
花
と
は
思
い
つ
つ
、
新
制
七
期
能
代
高
校

・
北
高
校
合
同
同
期
会
と
あ
れ
ば
気
も
そ
ぞ
ろ
、
何
は

お
い
て
も
行
か
ね
ば
な
る
ま
い
と
、
昨
年
十
月
十
八
日

午
後
六
時
、
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷
会
館
に
駆
け
つ
け

た
同
期
生
十
五
名
、
北
高
側
出
席
者
二
十
名
と
親
し
く

青
春
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
す
る
運
び
と
な
っ
た
。

　
私
と
同
様
（
と
言
っ
て
も
、
私
と
違
っ
て
彼
は
落
第

し
た
わ
け
で
は
な
い
が
）
卒
業
を
同
じ
く
で
き
な
か
っ

た
、
那
須
秋
男
航
空
自
衛
隊
空
将
の
肝
煎
り
に
よ
る
豪

華
な
会
場
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
何
よ
り
も
感
涙
に
咽

ん
だ
（
な
に
、
ち
ょ
っ
と
オ
ー
バ
ー
だ
っ
て
？
　
ま
あ

こ
の
際
勘
弁
し
て
ヨ
）
の
が
、
彼
女
た
ち
持
ち
込
み
の

手
作
り
ガ
ッ
コ
。
こ
れ
ぞ
漬
物
と
い
う
、
久
方
ぶ
り
の

ふ
る
さ
と
の
昧
わ
い
だ
っ
た
。

　
こ
れ
が
合
同
同
期
会
と
し
て
は
二
度
目
。
な
に
か
と

理
由
を
つ
け
て
占
い
顔
を
寄
せ
集
め
た
く
な
る
の
は
、

老
化
現
象
の
始
ま
り
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と
多
少
の
不

安
は
ち
ら
つ
く
も
の
の
「
青
春
や
よ
し
」
と
、
近
々
第

一
二
回
の
開
催
を
誓
い
、
雨
校
校
歌
の
斉
唱
の
あ
と
、
男

女
交
互
に
お
手
て
つ
な
い
で
「
線
路
は
つ
づ
く
よ
、
ど

こ
ま
で
も
Ｓ
」
を
合
唱
し
な
が
ら
の
お
開
き
だ
っ
た
。

　
そ
ろ
そ
ろ
初
孫
の
話
に
目
尻
を
下
げ
る
人
も
い
た
。

高
校
か
ら
さ
ら
に
さ
か
の
ぼ
る
小
・
中
学
時
代
の
懐
旧

談
も
出
た
。
し
か
し
、
い
つ
ま
で
も
「
ふ
る
さ
と
会

飾
る
銘
の
　
な
い
集
い
」
に
は
し
な
い
よ
う
、
一
同
発

奮
し
て
、
今
後
益
々
頑
張
り
た
い
も
の
で
あ
る
。
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東
京
同
窓
会
年
会
費
納
入
者
名
簿
〈
敬
称
略
〉

　
　
　
　
　
　
平
成
三
年
十
二
月
二
五
日
現
在

旧
制
一
期
腰
山
口
代
治
藤
田
成
孝

　
二
期
並
木
康
三
淡
路
千
代
治

一
二
期

四
期七

期
八
間

九
期

　
十
期

十
一
期

十
二
期

板
倉
創
造

折
藻
三
郎
後
藤
典
二
　
栗
生
沢
寅
高
垣
重

木石雄
　
高
田
忠
夫
藤
田
成
宜
　
一
二
浦
左
武
郎

山
栄
蔵

山
芳
雄
高
原
英
夫

高
橋
正
太
郎
佐
々
木
博
中
田
友
也
早
崎

敬
治

談
路
輝
一

安
膿
五
平
木
内
亨
小
林
健
二
郎
住
古

尖
二
　
清
水
栄
一
ニ

青
木
十
三
夫
泉
勇
今
久
男
奈
良
善

四
郎
平
泉
修

十
一
二
期
打
矢
章
一
　
排
水
金
一

　
　
　
　
海
防
安
井
哲
彦

工
藤
文
一
郎

千
葉

十
四
期
　
石
山
栄
一
　
鈴
木
鉱
一
二
郎
高
橋
隆
雄
宮
原

　
　
　
　
茂
悦
村
木
良
二

十
五
期

十
六
期

十
七
期

十
八
期

慈
野
英
幸
鈴
木
喜
雄
一

伊
勢
隆
次
近
藤
誠

石
川
法
乏
岩
森
栗
助
‥

仙
台
忠
正
高
橋
義
三

伊
藤
和
径
ハ
衛
潮
田
｛

村
田
守
森
田
良
二

熊
谷
洋
三
中
嶋
信
雄

梅
田
恭
三
川
村
幸
信

　
畠
仁
也
茂
呂
定
広

巌
加
茂
谷
宏
一

　
　
　
　
地
栄
一
塩
谷
昭
二
郎
高
畑
政
宏
森
田
緊

十
九
回
伊
藤
忠
夫
加
藤
武
　
日
下
部
道
夫
小

　
　
　
　
肇
佐
諌
達
郎
清
水
覆
滅
杉
崎
聴
男
　
．

　
　
　
　
葉
孝
夫
岩
内
保
八
木
喜
徳
郎
吉
方
尊

二
十
期
　
坂
本
逸
郎
東
海
林
毅
高
畠
隆
田
中

恭千林雄菊

二
十
期
　
坂
本
逸
郎
東
海
林
毅
高
畠
隆
田
中
巌

　
　
　
　
大
和
好

新
制
一
期
五
十
嵐
嘉
久
蔵
金
子
隆
太
郎

　
二
斯
荒
川
浩
二
　
小
野
喬
金
谷
芳
郎
河
田
俊

三
期

鎖

石理

五
期

六
期

七
期

彦
佐
藤
亘
ハ
ー
塩
谷
隆
二
民
谷
債
一

伊
藤
旗
孝
江
坂
昭
夫
小
野
茂
雄
鹿
春

勝
柏
木
祐
一
　
菊
地
弘
吾
信
太
吉
右
工
門

哲
諌
義
郎
森
旧
清
八
杉
和
男
山
旧
隆

　
山
谷
正
勝

戸
忠
五
郎
伊
藤
久
義
斉
藤
寛
敦
田
畑

久
雄
　
塚
本
申
宝
心
　
土
井
啓
有
村
井
克
自

埋
膝
和
夫
大
倉
太
劾
門
脇
治
義
設
楽
義
雄

清
禾
良
二
鈴
木
恪
悦
鈴
木
博
成
旧
憲
司

細
田
了
平
三
田
登
宮
腰
孝
一
　
八
杉
弘
行

越
後
陽
一
門
脇
昭
栄
金
丸
正
　
金
子
勝
信

河
合
雅
子
木
村
信
逸
小
山
黎
子
金
野
哲
夫

佐
藤
正
名
田
久
保
光
一
　
塚
本
昭
次
郎
豊

田
誠
中
島
正
美
畑
江
道
弘
藤
岡
寛
子

栗
原
俊
一
　
佐
々
木
胤
恵
剪
膝
祥
夫
高
田

嘉
子
民
谷
慎
二
　
綿
谷
六
郎
畠
豊
彦

平
川
昭
一
二
郎

十
二
期

士
二
期

十
四
期

十
五
期

土
ハ
期

十
七
期

十
八
期

十
九
期

二
十
期

八
間
岩
見
尚
夫
池
丙
広
之
板
倉
富
浦
今
丑
甲

　
　
　
矢
雄
岩
村
圭
一
部
長
内
明
徳
京
敬
一

　
　
　
北
村
祐
ゴ
ー
近
藤
勇
夫
斉
膝
史
郎
佐
々
木
　
二
ー
期

　
　
　
高
博
佐
々
木
弘
高
佐
藤
五
郎
塩
山
元
久

　
　
　
神
馬
清
史
杉
崎
孝
雄
杉
本
次
門
豊
沢
充
美

　
　
　
畠
山
信
孝
馬
場
ノ
リ
原
田
幸
朗
原
田
力
　
二
二
期

次
平
川
国
一
　
堀
良
三
本
庄
敬
雄
松

S
&
e

M
S
f
S

y
2
r
T
&
J
h
4
6
L
y
s

橋
重
美
宮
腰
英
禰
八
柳
昭
義
吉
井
原
太
郎

　
九
期
石
岡
忠
治
加
賀
義
介
金
沢
稔
工
藤
嘉

　
　
　
明
　
工
藤
豊
小
玉
潔
斉
藤
秀
夫
七

　
　
　
戸
節
雄
田
村
紀
允
田
中
部
三
桧
森
寛

　
　
　
宮
腰
香
夏
山
日
常
秋
肴
伝
正
雄

　
十
期
越
後
攻
明
雄
混
豊
彦
工
藤
銃
也
　
工
藤
哲

　
　
　
美
柴
田
武
須
田
正
巳
東
海
林
部
三

　
　
　
方
円
仰
松
島
茂
松
野
粛
一
二
涵
養

　
　
　
輝
水
木
初
彦
宮
腰
達
朗

十
一
期
赤
塚
修
三
赤
塚
鉄
男
石
川
正
瓶
太
田
勝

　
　
　
治
笹
木
広
澄
清
水
武
久
鈴
木
元
紀
畠

二
三
期

二
目
期

二
五
期

二
六
期

辰
宏
松
岡
興
紀

宮
腰
瑞
夫

港
記
久
郎

宮
腰興
Ｅ-

石
田
邦
明
小
鳥
セ
イ
　
千
田
浩
一

大
倉
報
三
小
林
武
廣
須
藤
靖
夭
布
川
隆
治

磯
部
博
加
藤
昭
高
橋
邦
治
高
田
政

勝
高
谷
誠
旧
中
勝
俊
演
谷
裕
一
　
宮

腰
克
也
森
喬
夫
人
和
束
悦

小
林
勝
彦
斉
葎
忠
生
　
清
野
勝
子
’

功
播
磨
谷
謙
哉
畠
山
隆

岸
部
達
行
平
譚
正
典
平
渾
徳
子

九
嶋
宏
樹
小
紘
博
通
横
田
真
理
子

大
山
金
四
郎
　
工
藤
正
樹
　
小
林
公
雄

一
斉
・

浅
野
‘

世
子
・

高
橋
ヒ

赤
塚

小正加田明大田口

－－--j-　－・

金

－
藤
田
辰
夫

衰附言吉譲
子音

武
田嶋

津

今
野
廣
隆
井
上
進
晴
小
野
津

久
史
加
茂
谷
純
一
　
小
林
雅
夫

　
武
田
　
正

穴
山
和
義
市
川
正
敏
菊
地
正

正
道
田
森
英
健
成
田
正
廣
袴

忠
夫

高
正
典
大
塚
進
　
工
薩
長
昭
金
野
峻

　
菅
原
渉
住
吉
修
平
関
隆
男
武

倶
桓
田
村
猛
直
嶋
博
明

質
谷
咆
博
熊
渾
朝
子
　
三
戸
和
宰

信河
範
也

菊
池
雄
一
ニ

高
畑
７
Ｆ
ズ
ｆ

工
藤
長
彦

柴
田

大
屋
有
司
小
沢
茂
則
小
林
彰
佐
諒
義

宏
須
藤
正
喜
高
櫛
靫
子
渡
辺
博
栄

伊
葎
雫
彦
伊
藤
裕
子
佐
藤
伸
佐
保
田

朋
子
宮
域
仲
一
郎

二
七
期
榊
原
正
彦
港
基
樹

二
八
期
泉
富
士
男

三
一
期
鈴
木
裕
美
子

　
　
旧
制
小
計
七
九
名
　
新
制
小
計
　
二
ー
六
名

　
　
合
計
　
二
九
五
名
　
入
金
額
八
八
四
、
〇
〇
〇
円



㎜躍

更生
ｍ 生徒（普通科のみ）

学年 男子 女子 合計 出

身

中

学

校

能代市 山本郡
北秋田
　　郡

南秋田
　　郡

他
県内

青森
　県

他
県外

１ ２２５ １０４ ３２９ １９０ ９３ ３１ ９ ４ ２ ０

２ ２２７ １０３ ３３０ １７５ １１７ ２３ ５ ４ ６ ０

３ ２２５ １０２ ３２７ １９２ ９６ ２１ ６ ６ ４ ２

合計 ６７７ ３０９ ９８６ ５５７ ３０６ ７５ ２０ １４ １２ ２

(2)部・同好会加入状況(加入率60％)

感得 軟野球 軟庭球(男) 軟庭球(女) ｻｯｶｰ 登山 ﾊﾞｽｹｯﾄ だﾚｰ 卓球 柔道 剣道

４５ ２８ １６ １７ ３４ ８ ２０ ２０ ７ １４ １４

陸上競 水泳 空手道 吹奏楽 演劇 文芸 新聞 写真 美術 体操 応援

３０ １６ ２４ ４７ ２０ １５ ５ ５ ８ ８ ２３

放送 茶道 フォーク ＩＮＣ 科学 無線 アニメ 歴史 映画 囲碁・将棋

１５ ２７ ８ ８ １０ ６ １６ １９ ４０ ５

卒業生状況（卒業後の進路） 就職の（　）内は県内就職数

年度 卒業数 国公大(合格) 私立大(合格)
国公
短大

私立
短大

専門
各種 小計 就　職 その他

61 ３６６ 59(77) 1 0 1(178) ７ ５ ３６ ２０８ 58(25) １００

62 ３８５ ７５（１０５） 92(132) ６ １１ ３２ ２１６ 47(21) １ ２ ２

63 ３２４ 44(65) 84(129) ６ ８ ３７ １７９ 47く26） ９８

一冗 ３２７ 55(77) 95(133) ８ １２ ３８ ２０８ 49(17) ７０

２ ３２８ 64(90) 91(L60) ８ １０ ２５ １９８ 49(26) ８０

教職員組織

校
長

教
頭

教
諭

実習
助手

養護
教諭

事務
職員

技
師

小
計

脇侍

講師
臨時
職員

校
医

合
計

１ １ ４５ １ １ ４ ２ ５５ ６ ４ ５ ７０

*数値は平成３年５月１日現在
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50.10.3

ック後援会が記念碑を校庭に
建立

秋田県立能代高等学校と改称

体操部ィンターハィ優勝，梶

原義美個人優勝
体操部ィンターハィ優勝

体操部ィンターハィ優勝，平

川文雄個人優勝。バレー部ィ

ンターハィ優勝。体操部国体
優勝

体操部ィンターハィ優勝，辻

健一個人優勝。バレー部ィン

ターハィ準優勝。体操部国体

優勝。バレー部国体第３位

体操部ィンターハィ優勝，建
部盛蔵個人優勝

体操部ィンターハィ優勝

体操部ィンターハィ優勝

体操部ィンターハィ優勝，小

野喬夫個人優勝。体採卵国体

優勝

大山保夫ィンターハィ柔道第
３位

硬式野球部甲子園出場。体操

部ィンターハィ優勝

ニツ井分校秋田県立ニッ井高
等学校となる

硬式野球部国体出場

創立40周年記念事業として学

校ならびに生徒昇降口までの

昭和50.12.16
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55.5.23

55.10.15

56.2

ａ
）
Ｌ
Ｑ

5 7

5 8

ガ
ガ

5
8
5
9

ガ
ガ

//

ﾉ/

//

30

26

a〕.6.10

60

a〕.10.3

通勤・通学路の舗装工事完成　/ﾉ　　6L.I.17
創立40周年記念式典挙行

体操部インターハイ準優勝　　ﾉ/　　61.5.6

体操部インターハイ準優勝

杉原正規インターハイ陸上競　ﾉ/　　61.5.17

技・走高跳第３位

能代高校校舎改築期成同盟会　z/　62.5.15
設立

新校舎建設第１期工事着工

斬校舎第１期工事（普通教室　平成元．４．１

棟）完成　　　　　　　　　　//元
新校舎第２期工事（特別教室

及び管理棟）完成

軟式野球部国体第３位　　　　ﾉﾉ元.H.17

新校舎で授業開始。体育館完　　//2.

成
長

ナーハウス・陸上競技場

水泳プール完成

校門建立（同窓会寄付）

自在の像除幕（旧制19期生小

林肇氏寄付，新制11期生戸松

恭一氏制作）

校舎改築落成及び創立50周年

記念式典挙行

柔剣道場完成

硬式野球場完成

硬式野球部甲子園出場

硬式野球部甲子園出場

テニスコート完成

軟式野球場整地並びにバック

ネット完成

軟式野球部ィンターハィ準優

勝

第二体育館，渡り廊下，部室

完成

吹奏楽器整備

軟式野球部国体優勝

校歌の掲額（旧制19期生小林

肇氏寄贈，旧制LL期生田旧順

一氏揮毫）

軟式野球部ィンターハィ優勝

日本海中部地震により校舎の

一部損壊

軟式野球部国体第３位

軟式野球部国体第３位。館岡

潤ィンターハィ体操床第２位

創立60周年記念事業・黒松植

樹

軟式野球部ィンターハィ第３

位。館岡潤ィンターハィ体操

床第３位

校訓の掲額（旧制15期生参議

院議員佐々木満氏揮毫），創

立60周年記念式典挙行

創立6（〕周年記念事業・体育館

放送設備全面更新

創立60周年記念事業・生徒用

自転車置場舗装

創立60周年記念事業・黒松ほ

か植樹

昭和61年度秋田県学校関係緑

化コンクール学校環境緑化の

部県知事賞受賞

65分授業の実施

体操部，軟式野球部，空手道

部ィンターハィ出場。体操部，

水泳部国体出場

雨天体育館完成

体操部，陸上部，空手道部ィ

ンターハィ出場。体操部，陸

上部国体出場

W



学校創立

校地校舎

rZヨ

秋田県立能代高等学校

所在地〒016-OL秋田県能代市字高塙2－1 ＴＥＬ　０１８５－５４－２２３０

犬fE14年4月6日＜卒業生総数　１４，６９７名＞

校地面積　９１，７ １１ｍ２

校舎面積　１１，４３１．１９ｍ２

　　管理棟，教室棟，大体育館，小体育館，枯枝場，雨天体育館，プール，部室棟，

　　その他

教育計画

　建学の精神

　校　　訓

　教育目標

本年度目標

『一国文教ヲ以テ興ﾘ，一国文教ヲ以テ亡ブ』

『至誠力行』

１　真理を追究する旺盛な精神力と広い視野に立った熱意とをもって，事に当たる

　ことのできる人間

２　正義を愛し，責任を重んじ，自主的に行動できる人間

３　自然に親しみ，人間を愛し，国際社会にも貢献できる協調性に富んだ，心身共
　に健康な人間

１　己を抑え，清く正しく，負心をもった生活をできるようにする。(克己誠実)

２　強い進路目標を持ち,その達成に向かって,自ら求めて学習できるようにする。
　　(自発学習)

　　　　　　３心と体を鍛え，本校の名声を高める部活動に積極的に励むようにする。（韻舌
　　　　　　精励）

重点課題　１　実効ある65分授業の構築

　　　　　　２　進路対策，部活動対策の検討と具体的な展開

　　　　　　３　教育環境の将来構想の策定と具現化

EZI
大正13.12.23
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16.4.1
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19.2.15
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2L

秋田県立能代中学校設立認可

第１同大学式挙行（２学級，

秋田県工業講習所にて授業開

始）

校舎を新築の体操場に移転
父兄会創立

校旗制定

校舎を新築の本館に移転。

校歌制定

校舎落成式挙行（以後開校記

念日と定む）

同窓会創立

校訓制定

校章制定

明治神宮大会，体操部優勝

学級増加となり３学級募集

明治神宮大会体操，中村史朗

個人優勝

柔道場，銃器庫を残し校舎全

焼。長根町仮校舎に移転

学級増加となり４学級募集

体操部第１回国体優勝，鍋谷

鉄巳個人優勝
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能代中学再建同盟結成

体採卵国体優勝，小野喬個人

優勝

樽子山新校舎に移転（能代市

追分町）

新学制実施。秋田県立能代南

高等学校と改称

定時制課程，ニツ井・藤琴・

八森・常盤分校付設

再建校舎落成式挙行。校歌・
校章改定

休採卵第１回インターハイ優

勝，小野喬個人優勝。体採卵

国体優勝

体操卵インターハイ優勝

男女共学実施

体操卵インターハイ優勝

体操卵インターハイ優勝，鈴

木恪悦個人優勝。体採卵国体

優勝

卒業生鍋谷鉄巳，小野喬両氏

ヘルシンキオリンピック出場

記念として，秋田県オリンピ
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本会の会計年度は、毎年10月１日に始ま､りＪ９月末日を以て終わ奉。三゛｀

本会則は昭和53年10月一部改正する。

本会則は平成３年６月一誤皮正する。

　づ第３条　本会は同窓生各位の親睦と相互の繁栄を図り、

　　　　　　寄与するものとする。　　　尚　　　犬.

♂♂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　♂-♂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　♂-♂%　　　　　　　　　　　%♂%

　j第４条　本会は幹事を置《。但し、人数絃制限しな.い。任期縁定めないゾ

]第５条　幹事の内より、会長１名・副会長若干老･会計若干名を置く。又

　　　　　　　~ﾐ●i4－●.､-　　j--~　　　kJ･･..､、･-　－●-、.　ゝ--こJ●-.-㎜㎜－
　　　　ことができる。但し、任期は各々２年とし、留任拉妨げない。

第６条　本会の運営に当たり、事務局を設ける。

第フ条　本会の運営一切の事項について揉、幹事会に一任する。･

才秋田県 べ皿: ぼ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一　7♂　--♂%♂♂w -- － -.､.､ヾヾ-　－-=〃m　－－w- 7.､jf♂%

゛゛第１条　本会は秋田県立能代高等学校東京同窓会と称ずる
。仁　呂………

万.

゛゛c･･゛
､,･，

（

☆第２条　本会は能代高等学校を卒業、又は在籍したごとがあり言東京お.，

　　　　　　とｺﾞ&･iふW4f}L　八Ｊｗ－・九之－Zj4ふﾒMf゛=ゝ_゛、t.乙ﾐ゛゛　゛・居住する者は、全てその入会の資格を得る.ちのとする。
　　　　　　　　　　　　　　　　　♂♂%　　S♂%-

以て郷土の聚腿と毎校明男陶とJ
.､.。，

　　　　　　　　言　万　　　　｀岨帽　　　　゛.jj　JI
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　　　　　　．゛．ｌ

顧問を置ぐ⊃

｀ ゛ ｀ . ｜

ブ |

　 ゛ |

本会縁年１回総会を開催する。　　　士、1　≒　①万，二回止水三三ス。

本会運営費は、会員の納付した年会費､寄句合その他を以てこ､れに当て岑。但回

し、年会費の金額に関しては、幹事会がこれを定めるもの゛とする.。　、.宍三

納付された運営費は返還しない。　　二‥‥‥‥‥fj'.゛円　土二三四天第狛条∧納付された運営費は返還しない。

｀'第８条　本会縁年１回総会を開催する。

:〕第９条

7第11条

７附則

｜

あ・ど・が・き

　みなさまの協力のおかげで，会報の発行もなんとかN0.5まで参りました。多用に取り

紛れ編集に集中できず，みなさんに満足して頂けるものかどうか，自信がありません。回

を重ねるにつれて，内容構成ともに少々マンネリ化しているのではないかと，反省してお

ります。なにかいいアイディアがありましたら，教えてください。

　さて，今号も昨年十月の10周年記念総会の会場の模様を中心に，ご報告することにいた

しました。記念総会でもあり，例年以上に盛りだくさんの内容でした。高橋先輩の壇上に

寝そべるほどの身振り手振りの混じった実演入りの講演は，大変熱のこもったもので，会

場に深い感銘を与えてくれました。始めて招待の形で参加した新卒のフレッシュ・パース

ンたちも先輩たちの息吹に感勤し，それなりの手ごたえを感じた様子でした。

　レトロ趣味が今いちばんトレンディと言われて久しくなりますが，各地に「ふるさと会」

や「同期会」が盛んなこともその一つの表れかもしれません。この度は，塚本一勝永・伊

藤諸先輩から，写真や寄せ書きなどの資料とともに，それぞれ同期会の風景をお知らせ頂

きましたので，今回は，これを紹介させてもらうことにいたしました。例年通り，郷里の

各市町村からは「市町村便り」を始め，東京で行われた「ふるさと会」の模様など，貴重

な資料をお寄せ頂いておりますが，残念ながら紐漱の関係で，本年度は「ふるさと短信」

を休ませて頂きます。今後とも，よろしくご協力のほどお願いいたします。

ｅ164東京都中野区中央５丁目７番１号株式会社友和　内

秋田県立能代高等学校東京同窓会事務局a〕3-3383-21n（大代表）

　　　　　　　　　　　　　　　　編集：杉崎孝雄（新制８期）
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